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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】密閉容器に入れたコーヒー豆を、密閉容器の蓋
で一杯分のコーヒー豆を取り出せるようにするコーヒー
豆の計量具付き蓋を提供する。
【解決手段】コーヒー豆を入れた蓋付き容器３から、一
杯分のコーヒー豆を取り出すために、蓋２に一杯分のコ
ーヒー豆を計り入れる目盛り６付き空間４を設け、コー
ヒー豆を入れた容器から蓋に設けた一杯分のコーヒー豆
を入れる目盛り付き空間にコーヒー豆をそそぎ入れるこ
とにより、一杯分のコーヒー豆を取り出せる。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
コーヒー豆を入れた蓋付き容器から、一杯分のコーヒー豆を取り出すために、蓋に一杯分
のコーヒー豆を計り入れる目盛り付き空間を設け、コーヒー豆を入れた容器から蓋に設け
た一杯分のコーヒー豆を入れる目盛り付き空間にコーヒー豆をそそぎ入れることにより、
一杯分のコーヒー豆を取り出せることを特長としたコーヒー豆の計量具付き蓋。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、コーヒー豆用の密閉容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来より、コーヒー豆を入れる密閉容器はガラス製、陶器製、ステンレス製のものが販売
されており、密閉容器にコーヒー豆を計る計量スプーンを取り付た商品、蓋に計量スプー
ンを差し込み取り付ける商品が有り、また計量スプーンにおいても工夫を凝らした商品が
種類多く販売されている。
【０００３】
また、顆粒コーヒーを入れる瓶の蓋に一杯分の顆粒コーヒーを入れるスペースを設け、一
杯分の顆粒コーヒー入れるスペースに入れた一杯分の顆粒コーヒーを取り出すために取り
出し口の蓋を設けた商品がある。
【０００４】
また、液体の洗濯洗剤において、液体の洗濯洗剤容器の蓋で液体の洗濯洗剤の量を計る計
量具蓋付き洗剤容器が販売されている。
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
コーヒー豆を入れた密閉容器から一杯分のコーヒー豆を取り出すとき計量スプーンを使っ
て取り出すのが、計量スプーンを使わないで、密閉容器の蓋で一杯分のコーヒー豆を取り
出せるようにする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本考案にかかるコーヒー豆の計量具付き蓋において、密閉容器の蓋に一杯分のコーヒー豆
を計り入れる目盛り付き空間を設ける。なお、蓋と容器の素材は限定するものではなく、
また蓋と容器との接合方法も限定するものではない。
【考案を実施するための形態】
【０００７】
以下に、本考案にかかるコーヒー豆の計量具付き蓋を、その実施の形態を示した図面に基
づいて詳細に説明する。
図１はコーヒー豆計量具付き蓋の平面図である。
図２コーヒー豆計量具付き蓋の正面図で、容器３にコーヒー豆の計量具付き蓋２を設置し
た図である。
図３はコーヒー豆の計量具付き蓋の、図１のＡ－Ａ’の断面図で蓋の部分の拡大図で示し
たもので、コーヒー豆の計量具付き蓋の内側に計量用目盛り６を施したもので、また容器
から蓋に計り入れたコーヒー豆をコーヒーミール、またはフイルターに移し入れやすくす
るために容器との接合部分の細工加工を施さない実施の形状を示した図である。
【発明の効果】
【０００８】
コーヒー豆を入れた密閉容器の蓋だけで一杯分のコーヒー豆を取り出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は本考案にかかるコーヒー豆の計量具蓋付き密閉容器の実施例の一例の平面
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図である。
【図２】図２は本考案にかかるコーヒー豆の計量具蓋付き密閉容器の実施例の一例の正面
図である。
【図３】図３は本考案にかかるコーヒー豆の計量具付き蓋の実施例の一例で蓋の拡大図で
、図１のＡ－Ａ’の断面図である。
【符号の説明】
１　コーヒー豆の計量具蓋付き密閉容器
２　コーヒー豆の計量具付き蓋
３　容器
４　コーヒー豆の計量空間
５　パッキング
６　計量用目盛り

【図１】

【図２】

【図３】
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